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　毎週日曜日、 午前１０時から１２時くらいまで、 午後は１時から３時くらいまでの

時間で 『ガイドウォーキング』 を行っています。

　これは、 園内に咲いている花や植物について、 植物や生物に詳しいボランティア

の方の説明を聞きながら歩いて回るものです。

　花の名前ばかりでなく、 名前の由来や特徴、 何の役に立つのか等を分かり易く

説明してくれます。 参加者からは 「自分だけで回るより、 いろいろな花を見つける

ことができて楽しい！」 と好評です。

　参加料は無料、 当日の参加でＯＫです。 ぜひ体験していただいて野草園の良さ

を味わって下さい。

シンボルマーク

原画　阿部功雲氏

ガイドウォーキングを楽しむ
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《６月に特に見事なヤマボウシ　虫を誘う知恵とは…》
　今年はヤマボウシの『花』がたくさん咲きました。秋になると今度は赤い実が熟し、来
園者をまた楽しませます。
　ところで、このヤマボウシの白い『花』の様に見える部分は、じつは「苞

ホウ

」と呼ばれ、真
ん中にある本当の花を包む「がく」の様なものです。本当の花は黄緑色で地味で、受粉を
託す虫にとってあまり目立たないようです。
　そこで、虫に花の存在をアピールするために“４枚の白い花弁”の様に「苞」が変化した
もの…と考えられているのです。

　虫たちにとっても魅力的な外見
ですが、わたし達人間にとっても、
「きれいな花だなあ」とだまされて
しまうような、巧みな植物の工夫
( 知恵 )があるのです。

　野草園シンボルのミズバショウ (右上写真 )もザゼンソ
ウ (左上写真 )も、苞が花弁状に変わったものです。
　エゾアジサイ（右写真）の周りの《花びら》は、虫を呼ぶ
“装飾花”(雄しべ・雌しべがない)に変化しているようです。
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～ 開園20周年に思う ～～ 開園20周年に思う ～
　野草園は、元々あった里山、ザゼンソウやミズバショウの群生地などがそのまま活かされ

ており、他所にない魅力を持った広大な施設です。緑に囲まれた素晴らしい自然学習や体験

の場であり、また憩いや癒しの場として、毎年多く

の児童や園児、様々な福祉施設の皆さん、そして

山形市内・市外の方々から繰り返しおいで頂いて

いることは本当に嬉しい限りです。

　当園は、平成５年４月の開園から、今年で 20

周年を迎え、６月には 80 万人目の来園者をお迎

えすることができました。園内には植物の案内や

管理を行う多くのボランティアの方々がいらっしゃ

います。野草園の魅力を伝えて下さるこういう方々

の力をお借りして、一層愛される園づくりを心がけ、

自然を愛好する野草園のファンがもっともっと増え

ていくことを願うものです。
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野草園だより
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TEL 023(634)4120・FAX 023(634)4121

野草園のホームページ
http://www.yasouen.jp
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